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個人の目標や希望が位置する ｢心理学的未来

(psychologicalfuture)｣は,現在の行動を制御

し,組織化するような力動的な役割を果たすと考

えられる (都筑,1982)｡

こうした個人の心理学的未来や心理学的過去に

対する研究領域に関心が向けられたのは,それら

を ｢時間的展望 (timeperspective)｣として概念

化した Frank(1939),そしてその概念を場の理

請 (fieldtheory)に組み入れていったLewin

(1942;1951)以降であるとされる｡Frank(1939)

は,文化的に決定された時間性 (temporarlity)

に対する態度,および過去や未来の間の相互作用

が人間の行動に影響を与えると主張 し,Lewin

(1942)は,その概念を自身の提唱する場の理論

に導入した｡そして,人間の行動は,現在の生活

空間 (lifespace)によるが,その生活空間には,

未来と過去への広がりである時間的展望があると

主張し,そして,個人の粘り強さ,集団のモラー

ル,およびリーダーシップなどが時間的展望のあ

り方に強く依存 していることを指摘した｡

その後,時間的展望の構造や意味を明らかにし

ようとする多くの実証的な研究が行われるように

なり,後述するように,さまざまの時間的展望の

概念が提出され,検討されてきた｡その結果,こ

うした時間的展望の各変数と現在の感情 ｡行動と

の関連性についての実証的な証左が数多く示され

た｡その領域は,きわめて幅広い領域にわたるが,

特に精神病理をはじめ,非行,抑うつ傾向,不安,

自殺企図などの現在の不適応状態 ･不適応行動と

未来展望の関連性に関する研究が多く報告されて

おり,それゆえ,個人の未来展望について,その

形成の規定要因や行動との関わりについて検討す

ることは,不適応への心理的援助を考える意味で

も,多くの価値を持つと考えられる｡

本稿では,まずこれまでの時間的展望に関する

心理学的研究のうち,その関連要因に関するもの

を概観し,その上でこれらの先行研究における問

題点および今後の課題について検討する｡

時間的展望概念

Lewinによる時間的展望の概念化 ｡理論化の

級,1950年代になって,時間的展望の実証研究が

多く行われるようになった｡その際,その多くは

Lewinの理論化に基づいたものであったが,Lewin

の定義が,広義かつ唆味なものであったため,個

々の研究者は,時間的展望の関連要因や構造を検

討していく際に,実際には様々な下位概念を独自

に定義し,また独自の測定手法を使用していた｡

例えば,都筑 (1982)によれば,時間的展望の下

位概念として提出されたものには,以下のものが

ある｡(1) 長さ (extension)-概念化された将来

が未来に想像する出来事や経験の数｡(3) 一貫性

未来の3つの時間的領域の中で,どの領域に対す

る志向性が強いかということ｡(5) 時 間関連性

(timerelatedenss)-過去,現在,未来がどの程

度関連を持ってとらえられ,かつ統合されている

かということ｡ (6) 方向性 (directionality)-覗
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在の瞬間から未来-と移行する感覚｡(7) 個人的

な時間的展望 (personaltimeperspective)-覗

在と過去,現在と未来との主観的評価の差｡〔8)

時間的態度 (timeattitude)-過去,現在,莱

来に対する感情的態度D(9) 情緒的意味 (affec-

tivemeaning)一未来におこる出来事の主観的意

味を評価 (evaluation)と潜在力 (potency)の積

によってとらえるもの｡

このように,この時期の時間的展望の実証的研

究においては,様々の概念が十分な定義を成され

ないまま,また研究者間の共通理解が成されない

まま用いられてきた｡この点に関して,Wallace

&Rabin(1960)は,時間的展望の概念規定が暖

昧であると概観 し,一貫 した理論的 ｡方法論的な

観点からなされる研究の必要性を指摘した｡

時間的展望概念の分類 そうした批判を受け,

近年,Nllttin& Lens(1985)や Hulbert&Lens

(1988)は,時間的展望の多様な各概念を次の3

つの大きな分野,すなわち,広義の時間的展望

(Lewinの定義に対応する)を狭義の時間的展望,

時間的態度,時間的志向性に分類している｡ (秩

義の)時間的展望 (timeperspective)とは,上

述の extension,density,構成の程度などを含む,

時間的展望における構造的な側面である｡時間的

態度 (timeattitude)とは,個人の過去 ｡現在

｡未来に対するポジティブないしネガティブな態

磨,時間的志向性 (timeorientation)は,個人

の思考,行動の優先的な方向性とされる｡

この概念整理の最大の特徴は,時間的志向性の

定義にある｡従来,この用語は,他の側面と混同

されて用いられてきた｡例えば,未来展望の長さ

と混同された ｢未来展望の長いことが未来志向的

である｣という解釈や,未来に対する態度と混同

された ｢未来に対する態度がポジティブなことが

未来志向である｣という解釈,さらに ｢未来志向

性でない個人は現在志向的である｣という現在志

向性と未来志向性を二者択一的にとらえる解釈など

である｡時間的展望と時間的志向性が独立の次元

であり,区別されるべきことがこれまでも繰り返

し指摘されてきたにもかかわらず,その後の研究

においても,両者は必ずしも区別されてこなかっ

たのである (白井,1994)｡

Nuttin& Lens(1985)の概念整理は,こうし

た議論の混乱を克服するために成されたものであ

り,時間的志向性を (狭義の)時間的展望や時間

的態度から明確に分離することを目指している｡

こうした概念整理は,現時点で必ずしも十分な合

意が得られているわけではないが,研究の生産性

を高めるためには,こうした共通理解を作成して

おくことは極めて重要であろうと考えられる｡本

稿においては特に説明の無い限り,この Nuttin

&Lens(1985)による概念枠組みに従 うことと

する｡

時間的展望の先行要因

まず,本節では,主に社会経済要因やパーソナ

リティ変数といった時間的展望の先行要因として

とらえられるものを検討する｡

(1) 社会経済要因

個人がどの社会階層に所属するかという要因に

よって時間的展望の長さが異なるということにつ

いては,比較的早期から研究が進められており,

好ましくない文化や社会-経済的条件にいる個人

の未来展望が,非常に制限されたものになってい

ることが示されている｡

まず,LeSham(1952)は,8歳か ら10歳の児

童 117名を用いて,物語構成法を用いた検討を行

っている｡それによれば,下層階級の児童は中産

階級の児童に比して,物語に示された未来展望の

長さが短い｡Lessing(1968)は,5｡8･11年生

でLeShan(1952)の追試を行い,同様の結果を

兄いだしている｡また,Kendall&Silbey(1970)

は,ll-13歳を対象にして,時間的範囲 (span)

に関して,同じようにLeShan(1952)の結果を

支持している｡ただし,物語に含まれた動詞を時

制によって分類するという分析手法においては,

むしろ中産階級の児童は,下層階級の児童よりも

未来動詞が少なく,過去動詞の使用頻度が多か っ
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た｡この動詞の分析に関しては,使用し得る語葉

の数という問題が関わっているものと推測される｡

時間の長さ以外の側面に関して,Lamm,Sch_

midt,& Trommsdorff(1976)は,彼 らの定義

による未来志向性 (futureorientation)として,

複 数の次元(extension,densib,,optimismなど)

を検討している｡その結果によると,中産階級の

青年は,下層階級の青年よりも,未来志向性にお

いて長く志向づけられており,それは,公的な関

心と同時に私的な関心と関連する希望や恐怖に結

びついている｡そして,時間的展望の短さは,下

層階級にあるが故の限定されたプランニング行動に

原因を求めることができると指摘 している｡

個人の時間的展望が社会化の過程の結果である

という結論は,多くの研究を示すところであり,

個人はそれぞれの所属する社会 ｡文化の ｢社会的

時計 (socialclock)｣を内面化 していくものと考

えられる｡Nuttin& Lens(1985)は,そうした

時間的展望の社会化の観点から,下層階級の青年

にとっては未来に対するプランや行動的プロジェ

クトを持たないことが ｢現実的｣であるためであ

る,という見解を提示 している｡その例として,

オース トラリアのアボリジニ (先住民族)の子供

においては,大きく,しかし遅延される満足より

ら,即時的な,しか し小さい満足を好んだ子供の

知能指数は,同年齢の仲間よりも有意に高いとい

う Bochner&Davids(1968)の結果を示 し,こ

の文化の中では知能の高い子供は,信用,信頼で

きないものとしての未来を学んでいるのであると

説明している｡

(2) パーソナリティ

各種のパーソナリティ変数と時間的展望との関

連を検討 した研究に,Lessing(1968)や Robert-

son(1978)がある｡まず,Lessing(1968)は,5,

8,11年生746名に対して,未来展望の長さを出来

事検査と物語完成法という2つの手法によって測

定 し,パーソナリティ変数は,CTI(California

Testofpersonality),満足遅延尺度 (Buterbaugh,

1962),個人的責任性尺度 (Stodtbeck,1958佐用

いた｡その結果,物語完成法で測定される未来展

望の長さは健康的なパーソナリティと関連を持っ

ていることが確認された｡

また,Robertson(1978)は,大学生,大学院

生を対象に,物語完成法による未来展望の長さ,

および SD法による時間的態度 (彼らの表記では

時間的評価 temporalevaluationであ り,過去

｡現在 ･未来に対する評定を合計した得点を指し

ている)という時間的展望の変数と以下の諸変数

の関連を検討 した｡(1)PIL(Crtlmbaugh,1968),

(2)16PFによって測定される自我強度,(3)SD

法による自己評価,(4)LEスケールにお ける

LocusofControlの外的統制傾向 (Rotter,1966),

(5)堅さ (Zelen& Lewitt,1954),(6)独断主義

(Rokeach,1960),(7) 顕在不安と学業達成に関

する2つ (促進不安,抑制不安)の不安 の程度

(Alpet& Haber,1960)｡ そのうち,(1)から(3)ま

での変数に関しては,時間的展望とポジティブな

関連,(4)から(7ほ での変数に関してはネガティフ

な関連を示すことが推測された｡結果として,未

来展望の長さ,時間的態度共に各変数との予想通

りの方向での相関係数が確認された｡ただし,莱

来展望の長さと各変数との関連性は,比較的弱い

ものに留まり,相関係数が有意に至ったのは,外

的統制と顕在不安のみであった｡一万,時間的態

度では,促進 ｡抑制不安,独断主義,堅さ以外に

関してすべて有意であった｡

この他に検討されているパーソナリティ要因を

挙げれば,達成動機,満足の遅延などがある｡一

般に,達成動機と時間的展望の間にはポジティブ

な関連性が兄いだされており,達成動機の高いも

のはポジティブな時間的態度や,長い未来展望の

長さを示すという結果が得られている (Knapp&
Garbutt1958;Meade,1972)｡また,満足の遅延,

すなわち,より高次の目的のために目の前の欲求

充足を延期する能力と時間的展望の関係もまた,

ポジティブな関連を持っと考えられている｡例え

ば,幼児から小学生までを被験者とした Mischel

&Metzner(1962)によれば,満足の遅延のでき
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る個人はできない個人に比して,より未来展望の

長さが長いものであった｡

人格 ｡認知構造における時間的展望 一方,人

格構造や認知構造に関する理論において,個人の

時間的展望をそれを構成するものとしてとらえ

る立場がいくつか存在する｡

Rokeach(1968)は,個人の認知の根本である

どリ-フ ｡システム (beliefsystem)の構造を

rビ リーフ-反 ビ リーフ｣,｢中心領域-伺辺領

域｣,そして,｢時間的展望｣という3つの次元に

広がるものとしてとらえ,これら3次元にさまざ

まなビリーフが位置づけられると考えている｡こ

れによれば,例えば時間的展望の狭い人は ｢過去

の栄光｣ばかりにとらわれて,現在や未来の自己

の状況にかかわるどリ-フを持たない｡一万,時

間的展望の広い人は,過去や現在の実績から未来

の状況を予測し,実現可能な目標に関するビリー

フを持っていると考えられる (西田,1992)｡

また,Janet(1929)の古典的な研究において

は,人格を物質的,社会的,時間的という3つの

観点から,語ることができるとして,それぞれの

人格の側面を,身体的人格,社会的人格,そして

時間的人格として説明している｡その考えに基づ

いて,守谷 (1994)は,生物的,社会的,時間的

という3次元にそって自我が発達していくという

自我発達モデルを提唱している｡

これらの理論からは,個人の時間的展望が個人

の認知構造やパーソナリティ構造において中核的

な位置を占めることが示唆される｡

(3) 自己意識

近年,時間的展望の個人的緑陰に属する関連要

因として ｢自己｣に対する意識を扱った研究が増

加している｡そうした研究の対象は,大きく2つ

に分かれている｡1つは,行動や感情を制御する

内的枠組みとして自己をとらえる立場からの研究

である｡こうした研究は自己概念 (self-concept)

やセルフ｡スキーマ (sel f-schema)といった自己

に対する認知を対象とし,それらの内容や構造と

時間的展望の関連が研究のテーマとするoもう1

つは青年期の自己意識のあり方の特徴である自我

同一性 (egoidentity)を対象とするものであり,

この立場からは,自我同-性の達成と時間的展望

の様相の関連が検討されている｡

自己認知 自己像 (self-image)は,自己概念

のうちで,個人にとってより客体化された側面で

あり,自己概念のあり方を客観的に測定するため

の有効な指標であると考えることができるが,こ

の自己像と時間的展望の関連を検討 したものとし

て,自己ラベリングを検討 した Tohyama& Na-

kajima(1989)やセルフ｡ディファレンシャル尺

皮 (長島 ｡藤原 ｡原野 ｡斎藤 ･堀,1966,1967)

を自己像の指標とした根本 (1990),都筑 (1984)

がある｡

まず,Tohyama&Nakajima(1989)は,20

歳から26歳までの165人の男性鑑別所収容者に対

して,質問紙を用いて自己ラベリング得点と時間

的展望得点の関連性を検討 し,両者の間にネガテ

ィブな関連を兄いだした｡そして,収容者が自身

をネガティブに考えることが彼の未来の時間的展

望を乏 しいものとしていると考察している｡また,

根本 ｡中沢 (1990)は,時間次元に対する不安を

意味する時間不安 (timeanxiety)を検討 し,セ

ルフ｡ディファレンシャル尺度)における強執性,

過敏性因子と時間不安との関連を確認 している｡

都筑 (1984)は,同じく,セルフ｡ディファレン

シャル尺度とサークルテス ト,そして,PILテス

トで測定 した生きがい感の関連を,女子短期大学

生を対象に検討した｡その結果,3変数には,育

意な関連が存在し,ポジティブな自己像を持っこ

とと,未来志向性,および高い生きがい感の関連

性,そして,ネガティブな自己像と過去志向性,

低い生きがい感の関連が確認され,自己像と時間

的展望の関連の深さが示唆された｡

その他に,個人の統制感 (perceivedcontrol)

と時間的展望の各側面とのポジティブな関連が確

認されている｡たとえば,Plat上&Eisenman

(1968)や,Thayer,Gorman,Wessman,Schm

eidler& Mannucci(1975)は,LocusofCont-

- 42-



rol尺度における内的統制の個人が外的統制の個

人に比して,未来展望の長さ,密度という側面に

おいて,よりポジティブな傾向を示すとしている｡

杉山 (1994b)は,先行研究に基づき自作した時

間的展望項目を用いて,一般的統制感の個人差と

の関連性を284名の中学生を対象に検討した｡時

間的展望質問紙の因子分析により,3つの因子が

褐られ,それらは ｢過去 ｡現在 ｡未来に対する不

満足｣,｢未来志向性｣,｢過去志向性｣と命名され

た｡そして,それらの下位尺度得点に関して一般

統制感の高 ･低群間の比較を行った結果,それぞ

れの得点の平均値や,過去 ｡現在 ｡未来に対する

不満足の因子と過去志向性 ｡未来志向性との関連

性に関して両群問に差異が認められ,一般的統制

感と時間的展望における時間的態度および時間的

志向性との関連性が確認された｡これらの結果も,

自己に対する期待や信頼感が時間的展望と深 く関

連するということを示したものであり,自己概念

と時間的展望との関わりとしてとらえ直すことが

できる｡

また,近年,研究が活発に行われているセルフ

｡スキーマの分野において,Pyszczynski,Hol上,

&Greenberg(1987)は,後述のように抑うつと

イベントの関連,すなわち抑うつ傾向の強い個人

は未来の出来事を悲観的な見方でとらえるという

傾向を確認 しているが,工藤 ｡沼崎 弓ヒ村 (1994b)

は,この現象の原F*]として,セルフ｡スキ-マと

気分の要因を想定している｡その結果,情報の処

理に利用されるセルフ｡スキーマが抑うつ傾向に

より異なり,それが未来イベントの悲観的な認知

と関連することを示唆している｡

自我同一性 一方,精神分析学の流れを継承す

る Erikson(1959)徳,生涯を通しての自我発達

過程のモデルを提示しているが,そのなかで,育

年期を ｢自我同一性 対 同一性拡散｣の危機の

時期とし,同一性の形成を青年期の発達課題とし

てとらえている｡この自我同一性の感覚の一つの

側面は,現在が過去に根ざし,過去の上に現在の

自分が確実に築き上げられているというような意

誠と確信であり,このような確信の上に立って個

人の未来というものがはっきりと具体性を持って

現実的なものとなると示唆している｡このような

指摘からは,時間的展望の確立という現象が青年

期の自我同一性形成の一側面としてとらえられる.

なぜならば,自我同一性の達成は,過去 ｡現在 ｡

未来の時間的な流れの中での自己についての継続

性や統合性の意識の上に初めて成り立つものであ

るからである (都筑,1993)0

こうした Eriksonの観点に基づいて,自我同

一性と時間的展望の関連を検討した研究がある｡

まず,Baldo,Harris& Crandall(1975)は,普

年期の自我同一性が未来志向性と関連すると推測

し,133人 の青年 に対 し,心理社会発達尺度

(PsychologicalDevelopmentalScale;Wessman

& Ricks,1966)による心理社会的発達度得点と

Cottleの時間的展望の各測度 (ラインテスト,

体験的時間的志向性尺度,サークルテス ト)を実

施した｡その結果,自我同一性までの5つの段階

紘,サークルテス トによる時間的関連性との間に

は正の関連が見られたが,他の尺度においては一

致した結果がみられなかった｡

一方,Rappaport,Enrich,& Wilson(1985)

は,Marcia(1975)による標準化された自我同一

性地位判別面接によって4つの類型に分類された

81人の大学生の時間的展望を測定した｡時間的展

望は,Rappaportによるラインテスト (Rap-

paportTimeLine)で測定され,報告された出来

事の時期を,遠い過去,近い過去,現在,近い未

莱,遠い未来に区分して集計された｡その結果,

自我同一性の地位が上位の地位 (モラトリアム地

位と同一性達成地位)は,下位の地位 (同一性拡

散地位と早期完了地位)に比して,より各時間区

分-の出来事の配置に関して,バランスのとれた

時間的志向性を示 していた｡この結果から,早期

完了地位は高すぎる未来志向と,同一性拡散地位

は高すぎる過去志向と関連し,自我同一性の達成

は,バランスのとれた未来志向と関連するとした｡

都筑 (1993)は,大学生285人に対し,時間的
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関連性と時間的態度と自我同一性地位の関連性に

ついて検討 した｡時間的関連性の測定には,Cottle

(1967)のサークル ｡テス ト,時間的態度の測定

には,SD 法による時間イメージ尺度が作成され

て実施された｡4つの自我同一性地位を比較 した

結果,時間的展望のあり方に差異があることが明

らかになった｡まず,時間的関連性に関して,高

い地位である同一性達成地位とモラトリアム地位

の個人は,時間的関連性が高 く,未来優位展開

(未来志向的)であった.一万,時間的態度に関し

ては,同一性拡散地位の個人は,自分の過去 ･現

在 ｡未来のすべてにおいて最もネガティブにとら

えており,早期完了地位は最もポジティブであっ

た｡同一性達成地位,モラトリアム地位は,その

中間であった｡以上のことから,都筑は,同一性

達成地位の個人は未来に対して,最も現実的で計

画的な態度を持っていると結論 している｡

一方,都筑の検討 した時間的関連性と自我同一

性の関連性を,杉山 (1994a)は過去 ｡現在 ｡未

来の自己像間の関連性という観点から検討 した｡

過去 ･現在 ｡未来 (未来の自己には理想としての

理想自己と予想としての予想自己とを設定)にお

ける自己像間の関連性が自我同一性のレヴェルに

よって異なると推測 し,同一性混乱尺度 (砂田,

1979)とセルフ･ディファレンシャル尺度を大学

生205人に対 して実施 し,パス解析を行うことに

よって検討した｡その結果,過去自己の現在自己

への影響力は,同一性 レヴェルの高群の方が低群

よりも大きく,過去自己と現在自己が予想自己に

及ぼす影響力もまた,同一性 レヴェル高群の方が

低群よりも大きいことが確認された｡この結果は,

自我同一性 レヴェルの高い者は,低い者に比 して,

過去の自己と現在の自己,および現在の自己と予

想の自己 (個人が ｢こうなっているであろう｣と

未来に予想する自己像)の関連性 (連続性)を高

く認知 していることを示唆する｡

また,自我同一性達成の過程においては,新た

な自己の方向づげのために,過去の自己を改めて

意味づけることもまた必要である｡そこで植之原

(1993)は,自我同一性の達成過程において自身

の過去の経験の意味づげや解釈がどのような意味

を持つのかを検討 した｡44人の大学生を対象に,

面接によって ｢大学｣｢専攻｣｢将来｣｢尊敬｣｢影

響を受けた人｣という6項目の命題 (現在,自己

に関連する問題に関する明確な見解)について尋

ね,さらにその一週間後にそれぞれの項目に関し

て,それぞれの命題の ｢きっかけ｣まで思い出す

ように求めた｡そして,その面接中の発言を元に,

過去の経験の記憶の ｢特定性 (過去の記憶が特定

化される程度 )｣｢精微性 (過去の記憶の詳 しさ)｣

｢自我関与 (過去の出来事をめ ぐる自己の考え ｡

感情への言及の程度)｣｢命題性 (自己に関わる問

題への認識の明瞭さ)｣｢関連性 (自己に関する問

題と過去の記憶の関連の程度)｣とい う 5つのカ

テゴリーについて評定 した｡同一性地位面接 (価

値観領域)によって判別 した地位に関して,各カ

テゴリーの得点を比較 した結果,｢関連性｣のカ

テゴリ-のみにおいて同一性達成地位の方が非達

成の地位 (早期完了地位)よりも得点が有意に高

く,過去の経験の記憶を現在の命題と深 く関連づ

けて使用することが明らかになった｡この結果か

らは,自我同一性が確立されていく際に,関連す

る過去の経験が繰り返 し参照され,現在の命題と

の関連を深め,その解決に使用される段階がある

ことが推測される｡

時間的展望と適応

Israeli(1932)や Frank(1935),Lewin(1942)

といった初期の研究にも見られるように,時間的

展望は歴史的にみても,現在の感情や行動と深い

関連を持つものとして考慮されてきた｡本節では,

時間的展望の関連要因のうち,現在の適応に関す

る研究を概観することによって,その関わりの様

相を検討する｡

(1)心理的適応

人間の現在の行動 ･感情における心理学的未来

の重要性を初めて理論的に明確にしたのは,Lewin

(1944)であったが,そこでは,希望や期待,恐
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慨といった概念と心理学的未来との関わりが以下

のように検討されている｡ ｢恐怖 (fear)は嫌悪

と同一の次元を持っように思われる｡しか し,

大抵の場合,恐怖は心理学的未来に関係づけら

れている｡それは ｢時間的展望｣のある部分を

扱わねばならないのであって,この点で希望,プ

ラン,期待のごとき概念に類似 している｡期待

(expectation)は,心理学的未来の実在水準にお

ける心理学的構造,及び力の分布に関係する｡希

盟 (hope)は,実在水準の構造と心理学的未来の

願望水準の構造との間の関連 に関係す る｡罪業

(guilt)は,実在水準の構造 と心理学的過去の願

望水準との間の関係に関連する (末永,1977の訳

による)｣としており,現在の生活における様々

な不安や抑うつという感情は,その個人の心理学

的未来と関わることが示唆される｡

不安 ｡抑うつ傾向 まず,不安と時間的展望の

関連について,Lipman(1958)は,MASによ

り,顕在性不安を測定 し,それに基づ く高不安

者を対象とした研究の結果,個人の不安は彼の

心 に抱かれている未来展望の明瞭 さ,未来 に

対する希望の程度,未来に予想 される恐怖 とい

ったものによって影響 されることを兄いだして

いる｡一方,Cottle(1969)紘,自身が開発 し

た投影的手法であるサークルテス トによって時

間的関連性 (timerelatedness;過去 と現在,

現在と未来という時間次元の関連性の認知を指す｡

時間的能力 timecompetenceと呼ばれることも

ある)の研究を進めているが,それによれば,蘇

現性不安と時間的関連性の間には,負の関連性が

確認された｡Robertson(1978)は,大学生,大

学院生を対象として,時間的展望の各指標と各種

の個人変数との関連を検討 したが,これにおいて

も,顕現性不安は,時間的能力スケールの時間的

能力因子,および SD 法 によって測定された時

間的態度との問に負の関連を示 した｡Knappu

(1965)のアイゼンク8パーソナリティ目録(Eysenk

Personalitylnventory)を用いた調査によれば,

時間的能力に関して,高神経質傾向を持つ個人は,
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低神経質傾向を持つ個人に比して,時間的能力に

おいて劣るという結果が得られている｡

一方,抑うつ傾向との関連に関して,認知療法

の中心的存在である Beck(1976)は,自己 ｡世

界 ｡未来に対する認知を認知の3要素と呼び,こ

れらに対する認知の歪み,すなわち,これらの要

素について統制できないと感 じたときに,抑うつ

が生 じるとしている｡また,抑うつ患者が完全な

敗北と考えて,目標を諦めると失感情状態に陥る

と推測している｡林 (1994)は,こうした推測を

検討するために,Beckによる BDI(BeckDepres-

sioninventory)と白井 (1991)の時間的展望尺

皮 (ここでは ｢より遠 くの将来や過去の事象が現

在の行動に影響を及ぼすという時間的展望の ex-

tensionが拡大,および将来に希望を持ち現在の

生活に充実を感じ,過去を受容する感覚｣を測定

する尺度)との関連を検討 し,r--.536の有意な

相関関係を確認 し,Beckの推測が成立 したと結

論している｡なお,LaRocheら(1986)も,BDI,

健康問題チェックリス ト,顕在不安尺度などを実

施し,時間的展望との有意な関連性を確認している｡

この点に関して,入院中の精神病患者について検討

した Escalona(]940)は,普通の人々が実現可

能である時間的展望によって行動が導かれている

のに対して,うつ病患者においては,心理的現在

によってすべてが決定されると述べている (Wal-

1ace& Rabin,1960)｡

近年の研究においては,抑うつとライフイベン

トの関連を検討 した Pyszczynski, Hol上, &

Greenberg(1987)が,自己と他者に感情価を持

った出来事が生起する確率を予測させ,抑うつ傾

向の強い個人が未来を悲観的な見方でとらえるこ

とを示 している｡また,工藤 再召崎 e北村 (1994a)

は,彼らの追試を行い,同様の結果を得,さらに

そうした抑うつ的な個人と非 ｡抑うつ的な個人の

差異は,一般的な出来事よりも個人的な出来事の

生起予測をさせたときの方が顕著であることを兄

いだした ｡

適応的要因 このように,不安や抑うつという



不適応な感情 ｡情緒と時間的展望の各側面との関

連は多くの研究によって認められている｡一方,

近年,｢精神的健康｣ないし ｢well-being｣という

概念は,不適応でないことに留まらず,個人の積

極性などの側面も含めた,より建設的な概念とし

てとらえられる傾向にある｡ こうした適応的な側

面と時間的展望はどのような関連にあるのか｡

先述のように,Lewin(1942)は,個人や集団

のモラール (morale)が個人の時間的展望に依存

するとし,進んで払おうとする努力や苦痛は,そ

れによって目標に到達しうるという望みによって

支えられていると述べている｡また,個人が目標

に達し得ると感 じる場合には,行動が未来志向的

になり,目標が到達不可能であると感 じる場合に

は,現在志向的になる (Lewin,1948)と指摘 し

ている｡

未来展望と生活感情の関連を検討 した小宮山

(1973;1975)は,自分の未来の明暗 (｢自分の未

来｣をどうみているかを4件法で尋ねた)と高校

生 ｡大学生の様々な生活感情,特に,｢生きがい｣

｢希望｣｢自信｣｢無力感 (逆方向の関連)｣｢幸福

感｣との間に高い関連性を確認 している｡また,

南 ｡光富 (1990)は,未来展望の明るさと生活感

情o}一つである ｢有能感｣とのポジティブな関連

を示 している｡

さらに,時間的展望と学業成績との関係につい

て,Teahan(1958)は,6◎7.8学年の少年を対

象に,学業成績と時間的展望の長さとの関連を,

楽観主義の尺度.TAT,物語構成法および体験目

録法 (Esonの方法)を用いて検討 した｡その結

栄,学業成績の良い個人は,悪い個人に比 して,

有意に楽観主義であり,未来に対する多くの言及

と広い時間的展望を示 した｡17歳から19歳の被験

者を用いた 0'Rand&Ellis(1974)でも,学業

成績の下位,中位,上位の順 に未来展望の長さが

長くなることが確認され,さらに大学生を被験者

とした Epley&Ricks(1963)でも,個人の学業

成績と未来展望の広さには,有意な関連があるこ

とが示されている｡こうした未来展望と学業成績

のポジティブな関連に関して,小宮山 (1973)紘,

未来展望の長い個人と短い個人の ｢学業-の努力｣

のとらえ方の違いを反映していると推測 している｡

すなわち,学業に対する継続的な努力は,未来展

望を持たない個人にとっては退屈なっまらないも

のであるが,長い未来展望を持っている個人にと

っては,これらは最終的目標である職業上の成功

を得るための下位目標となっているということで

ある｡この点に関して,DeVolder,&Lens

(1982)は,251人の男子高校生の一般的な動機づ

け的目標の誘意性と道具性を調査 した結果,高い

勉強持続意志を持つ被験者は,それの低い被験者

に比 して,遠い未来に位置する目標に有意に高い

誘意性を与え,それに到達するためのより道具的

なものとして,現在の勉強をとらえているという

ことを兄いだしており,上述の考察と-一致する｡

(2)非行性

時間的展望と社会的適応の関連において,比較

的早期から注目されてきたのは,非行少年の時間

的展望というテーマである｡

まず,未来展望の長さの側面に関して,Barndt

& Johnson(1955)は,自由に物語を作 らせる物

語完成法によってそれを測定 し,少年院に収容さ

れている26名の男子非行少年と対照群 (無非行少

年)を比較した｡そして,報告された物語の中に

包含された時間の長さによって得点化 した結果,

非行少年の構成した物語の時間の幅 (span)が対

照群に比 して有意に短いことが示された｡また,

この Barndtらの研究が男子のみに限られていた

のに対し,Davids,Kidder& Reich(1962)は男

子のみではなく女子をも加えて同様の手法による

追試を行った｡その結果,Barndt良 Johnson

(1955)と同様の結果が確認された｡すなわち,

性別に関係なく,非行者は,対照群よりも物語に

示された時間の幅が現在に限定的であった｡同様

の結果は,Brock& Giudice(1963),Stein,

sarbin&Kulik(1968)によっても得 られてい

る｡

本邦においては,LLf本 ･松本 e小宮山 ｡渥美 ｡
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新田 ･台 (1968)が,文章完成法のなかの未来展

望と関係する3項目 (｢将来のこと｣｢将来に対し

て｣｢私はこの先｣)を用いた分析を行っている｡

被験者は,少年院入所中の生徒30名と対照群の同

年齢の定時制高校生30名であった｡その結果,非

行少年の将来の見通しは,極めて短いごく身辺の

ことにしか及ばないことを確認している｡

次に,過去や現在,未来に対する時間的態度の

側面に関しては,未来の長さのようには研究が蓄

積されてはいないが,Landau(1976)の研究によ

れば以下の傾向が確認されている (日高 ｡吉田,

1970)｡非行群は過去を否定的に,未来を肯定的

に知覚し,収容された者では,現在を否定的に知

覚する｡それに対し,非 ｡非行群では,過去 ｡現

在 ◎未来に対する感情的態度は,よりバランスを

保ち,しかも現実的であったという｡

本邦においては,小宮山 ･星 ｡高橋 ｡川m (19

76)は,家庭裁判所で保護観察の処分が下された

高校生と有職青年および対照群の非行歴のない高

校生と有職青年に対して質問紙調査を行っている｡

高校生については非行群に ｢卒業後の予定の不明

確さ｣ ｢未来の希望のなさ｣等,ネガティブな時

間的展望が多くみられたが,一方,｢未来の展望

の明るさ｣においては正常少年よりもポジティブ

な時間的展望がみられた｡有職少年では,非行群

と正常少年の群との問に有意差の認められたもの

は ｢未来の幸福感｣｢将来の生活目標｣｢未来展望

の明るさ｣｢未来の楽観性｣等であり,前三者は

正常少年の特徴で,その他は非行少年の特徴であ

った｡このように高校生群,有職少年群を問わず

非行少年は将来の異体的な展望においては暗いに

も関わらず,全体的には明るくみるというアンビ

バレントな傾向が確認された｡勝俣 ｡篠原 ｡村上

(1982)が少年鑑別所に収容された非行少年群と

非行歴のない男子高校生からなる対照群に対して

質問紙調査を実施した結果においても,非行少年

はこのアンビバレントな時間的展望を示した｡す

なわち,非行少年は,過去 ｡現在 ◎未来の時間的

次元に対して不快感や不安を抱いているにも関わ

らず,未来に対して楽観的でもあった｡

一万,時間的志向性に関しては,先述のように

この概念が未来展望の長さや未来に対する態度と

混同され,そうした長さや態度を時間的志向性と

称した研究がほとんどであるため,本稿の枠組み

と一致する観点から検討した研究は多くないが,

勝俣 ･篠原 ｡村上 (1982)の質問紙調査において

は,｢将来の目標を持って生活している｣｢将来の

ために今できるだけ努力している｣などの項目か

らなり,本稿の立場と比較的近い ｢未来志向性｣

の因子が抽出されている｡この下位尺度得点に関

しては,非行少年の方が対照群よりも未来志向的

であるという傾向を示した｡

また,勝侯の TPで (時間的展望テストTime

PerspectiveTest)は未来展望の内容を検討す

るものであるため,非行少年の未来に対する志向

性の内容を検討することができる｡そこで,TPT

を用いて教護院に入所中の中学生8名と普通中学

校22名とを比較した上 田 ◎白鳥 ｡大吉 ｡園部 ｡勝

俣 (1980)をみてみると,未来に関する反応にお

いて,非行少年では,帰省,退園,就職,遊びな

どの解放されること-の期待や願望が強く,対照

群の挙げているようなテス トや進学のような未来

に対する努力を必要とする課題はほとんど認めら

れなかった ｡

(3)時間的展望の行動調整効果

Frank(1939)や,Lewin(1942)の古典的な

研究以降,心理学的な未来は,現在の行動を方向

づける機能を持ち,それゆえ,現在の適応と関連

すると考えられてきた｡そして,これまで概観し

てきたように,これまでの時間的展望研究におい

ては,現在の抑うつや不安,さらには非行という

種々の不適応との関連性が認められている｡一般

に,不適応状態にある個人は未来展望が非常に限

定されたものであるという傾向がみられた｡それ

では,個人の適応一不適応という側面は,こうし

た未来展望の様相と関わる,具体的に言えば,ポ

ジティブな未来展望は現在の適応に寄与すると考

えることができるのであろうか｡
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この論点を結論づけるためには,さらに,心理

療法の立場から示唆されている未来展望の負の影

響性について検討する必要がある｡心理療法のい

くつかの立場,例えば,ゲシュタル ト療法の創始

者である Perlesや,Shostrom (1968)は,神経

症のクライエントが (過去志向や現在志向のみで

はなく)病的に未来志向的である場合があること

を述べており,(ポジティブな)未来展望の指標と

適応とが一致しない例を示しているのである｡実

際.心理療法におけるいくつかの立場は,長い未

来展望や未来志向性の負の影響性を強調 し,時間

的展望など全く持たないで現在を完全に生きるこ

とがずっと効果的だと主張し,個人のなかで過去

や未来が何らかの役割を成している人々 (時間的

展望を持った個人)を自身の潜在的能力を実現

(自己実現)できないとしてとらえている｡こう

した個人にとっては,未来-の展望は,現在にと

っての行動を調整するものとは考えにくい｡むし

ろ,彼らにとっての未来展望は,現在の苦境から

の逃避としての意味を持つ ｢幻想｣として解釈さ

れるべきであろう｡このように未来展望はその個

人の適応に対して,行動を制御したり,モラ-ル

を喚起するだけではなく,場合によっては,現在

からの逃避という性質を持ち,現在に対して影響

力を持たない,あるいは逆に,負の影響を持つこ

ともあると考えられる(杉山,1994b)O

この点に関して,白井 (私信)は,不適応状態

にある個人も未来に対する希望を持っているが,

その構造が問題なのであり,それらの ｢現実性の

レヴェル｣や ｢構造｣に問題がある,という可能

性を指摘 し,｢一般的な個人と異なり,彼らにと

っては,未来展望が現在の動機づけを誘発するよ

うな性質を持たないのではないか｣と推測してい

る｡先述の非行少年が未来志向的な展望を示 した

という勝俣 ｡篠原 ｡村上 (1982)の結果もこの逃

避という機制ゆえに現在-の影響を持たなかった

と考慮すれば理解できる｡

このように,時間的展望と適応との間の関連性

に関しては,時間的展望の有無や良さ,希望の有

無によってのみ一義的に結論づけることは難 しい｡

それゆえ,その時間的展望の現在の行動や感情-

の影響力という,現在に対する行動調整効果とい

う観点に基づき,影響力の ｢強さ｣や ｢方向｣と

いうパラメータを視野にいれた上で,そのメカニ

ズムを検討 していく必要があるものと考えられる｡

時間的展望研究の問題点と課題

ここまで,時間的展望の諸研究の概観を行って

きた｡これらの研究の問題点や課題に関して,以

下に未来展望と現在との関わりに関する問題点と

課題に関して議論する｡

第 1の問題点として,時間的展望の現在の感情

｡行動-の影響性という観点に関して, これまで

の研究ではそのメカニズムを扱っていないという

ことを挙げることができる｡例えば,Lens(1987)

は,｢他のパーソナ リティ特徴とどのように関連

しているのかという関心に比 して,未来展望の行

動的影響ということには,あまり関心がもたれて

こなかった｡そして,未来展望の概念は操作的定

義の多くにおいて,そのもともとの意味の核心を

失い,ほとんどがその ｢状態｣の研究であり,行

動に影響する動機づけ的変数としては研究されて

いない｣という現状を指摘 している｡

このように,時間的展望という概念は,適応状

態や行動を説明する変数として概念化されたにも

関らず,その関心は発達的な変化や他の変数との

相関的関係にのみ向けられ,現在の行動や適応に

｢どのように｣影響を与えるのかという側面はネ

グレクトされてきた｡そのため,現在までの研究

では,時間的展望が現在の行動や適応に影響を及

ぼすメカニズムを十分に説明しているとは言えな

い｡すでに概観したように時間的展望は適応一不

適応に関わる多くの変数に関わることが確認され

ているが,その影響メカニズムが明確にされない

以上,時間的展望研究の側からそれ-の心理的援

助に対する有効な示唆を与えることも困難である

といえる｡

こうした点について Lessing(1972)は,個人
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の未来展望をとらえる場合に,純粋に認知的な未

来展望である ｢認知的未来展望(Cognitivefuture

timeperspective)｣と,実際に行動を動機づける

未来展望である ｢認知 - 動機 づ け的未来展 望

(Cognitive-motivationalfuturetimeperspective)｣

を区別する必要性を指摘 している｡彼女によれば,

投影法による認知的な側面と認知一動機づけ的な

側面は,人生満足度との関連性において異なる様

相を示すとされる｡

これらのことを考慮すると,今後の時間的展望

研究には,単に変数間の相関関係のみを議論する

だけではなく,人間行動の説明概念としての理論

展開を図り,その上での実証研究を重ねていくた

めに,現在に影響力を持つ未来展望の先行要因や

機能,そして内容 ･構造を検討 していくことが急

務であると考えられる｡

第 2の問題点は,時間的展望の先行要因や現在

の適応との関連をとらえる際に,これまでの研究

では1つの側面,特に未来展望の長さという1つ

の側面からのみとらえられてきたという点である｡

時間的展望の複数の側面を検討している場合でも,

それぞれが独立 して扱われており,それらの側面

の相互作用に関して検討されてはいない｡

しかし近年,時間的展望の機能を,その複数の

成分の相互作用に基づくとする指摘がある｡まず,

VanCalster,Lens&Nuttin(1987)は,未来展

望の変数を Vroom (1964)の動機づけに関する

｢EIV (expectancy-instrumentality-value)モデル｣

の枠組みでとらえ,勉強の個人的未来の成功に対

する遺異性と個人的未来に対する時間的態度の相

互作用が,現在の勉強のモティベーションと関連

を持つことを確認 しており,このような自己の活

動の道異性認知を未来展望の認知的側面の 1つと

して考えれば,これは未来展望の認知的側面と価

値的側面の相互作用を検討 していることになる｡

また,南 ｡光義 (1990)は,未来展望が複数の成

分から構成され,機能するシステム的構造を成す

としている｡

上述のように,時間的展望を行動調整効果とい
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う観点からとらえる場合に,この枠組みの示唆す

るものは大きく,これらの観点からすれば,現在

の行動に影響を与え得るような未来展望の機能は,

未来展望の単独の側面にのみ関わるのではなく,

未来展望に関するいくつかの側面による ｢システ

ム｣的な相互作用に基づくことが推測される(e.g.,

杉山｣,1995a)｡それゆえ,今後,こうした現在へ

の影響力を持つ時間的展望を考慮する場合には,

その時問的展望の各側面を 1つ 1つ別々に検討す

るだけではなく,1つのシステムとしてとらえる

観点に基づき,複数の側面の関連性を視野に入れ

る必要があるといえよう｡
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